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125日の期間に延べ 27回および成馬 1頭について延べ 2回内視鏡を
用いて検査した。 
子馬については、生後 6日、生後 14日、生後 21日、生後 28日（生
後 6日、生後 28日は同一子馬）の約 7日間隔で延べ 4回（表 1：No.1、
2、3）、生後 26日、生後 44日、生後 62日に 3回（表 1：No.4、5、
6）、生後約 30日（生後 29日から生後 33日平均 31.2±1.5日）、生
後約 60日（生後 60日から生後 64日平均 61.6±1.4日）、生後約 90
日（生後 80日から 92日平均 87.0±4.1日）、生後約 120日（生後
119日から 125日平均 123.3±1.5日）の約 30日間隔で延べ 20回検
査をした（表 1：No.7、8、9、10、11）。成馬については、生後 460



























注射薬、日本全薬 K.K、(Nippon Zenyaku Kogyo Co.,Ltd.) 福島）
0.5mg/kgならびに酒石酸ブトルファノール(Butorphanol 
tartrate)(商品名：スタドール注(Stadol injection)、ブリストー
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乳減少 56頭中 43頭 (76.8％)、下痢 56頭中 47頭（75.0％）、歯軋
り 56頭中 15頭（26.8％）や流涎 56頭中 7頭（12.5％）であった（表





生後 61日から生後 90日：56頭中 19頭（33.9％）、生後 91日から
生後 120日：56頭中 8頭（14.3％）、生後 121日から生後 198日：





























56頭中 23頭（41.1％）、平均スコアでは、雄 1.97±1.27、雌 1.91












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1 章で供した子馬 5 頭（表 1 No. 7、8、9、10、11）の平均
生後日齢（31.2±1.5 日、61.6±1.4 日、87.0±4.1 日、123.3±1.5
日）と第 2 章で供した胃潰瘍子馬 56 頭の内、上記子馬 5 頭と同時
期の平均生後日齢の個体の生後 25 日、26 日、29 日、36 日（3 頭）、
37 日（平均生後日齢 32.1±5.3 日）、生後 54 日（2 頭）、57 日、59
日、60 日（2 頭）、61 日、62 日（2 頭）、66 日、68 日（3 頭）（平
均生後日齢 61.5±4.9 日）、生後 77 日（2 頭）、80 日、81 日、83 日、
86 日、87 日、92 日、94 日（平均生後日齢 84.1±6.1 日）および生
後 107 日、109 日、113 日、115 日、121 日、128 日（平均生後日
齢 115.5±7.8 日）の合計 35 頭（雄 22 頭、雌 13 頭）を抽出し、潰
瘍の発生と落屑発現の関連を調査した。検査した合計頭数は 40 頭、




 第 1 章、内視鏡検査で示した方法に準じた。 
検定方法 

















































































































































































































































































































































































































第 3 項 考察 
 












































































































































胃潰瘍と診断された子馬 19 頭の内の 10 頭（雄 6 頭、雌 4 頭、平
均投与時日齢 80.6±27.3）に対し、人医用抗潰瘍剤のプロトンポン
プ阻害薬（薬品名：オメプラゾール(Omeprazole)商品名：オメプラ
ール アストラゼネカ K.K (AstraZeneca PLC) 大阪市）を投与し、
オメプラール投与群（以下オメプラール群）とした。また、9 頭（雄
6 頭、雌 3 頭、平均投与時日齢 54.9±26.7）に人医用抗潰瘍剤の
H2 受容体拮抗薬（薬品名：シメチジン（Cimetidine）商品名：タ





検査に供した 19 頭の治療時の診断病名は、白痢 6 頭、胃潰瘍 4
頭、ロタウィルス感染症 3 頭、腸炎 2 頭およびロドコッカス肺炎、
関節炎、角膜炎がそれぞれ 1 頭であった。さらに、出生時重度の胎








与後の検査頭数は、オメプラール群は 4 頭、タガメット群は 2 頭の





 オメプラール群は、2mg/Kg を 1 日 1 回、経口投与した。投与期
間は、4～14 日間（平均投与日数 8.2±3.2）であった。タガメット
群は、20～40mg/Kg を１日 3 回、経口投与した。投与期間は、3～








アステラス製薬 K.K(Astellas K.K) 東京 以下マーロックス）





















ら 7 日であった。 
 
潰瘍の傷害程度の判定 









第 2 項 成績 
 
検査：子馬胃潰瘍に制酸作用治療薬（プロトンポンプ阻害薬、H2





















オメプラール群の投与期間は 4～14 日間（平均 8.2±3.2 日間）で
62 
 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の投与量としては、2mg/kg1 日 1 回で満足な結果が得られることが
示唆された。 
また、オメプラールの競走馬に対しての投与期間は 14 日間の報












り効果が強く、タガメットは最大投与量として 25mg/Kg を 6から 8
時間ごとに投与すべきであり、より低い投与量の場合には、胃潰瘍
のわずかな痛みは和らげることは可能であるが、14 日間から 21 日
間の持続投薬が必要とし、また、回復は馬により異なると報告して
いる。また、諸報告［7、24］においては、馬（子馬も含まれる）
の H2受容体拮抗薬の投与量は、25～60mg/Kg、1 日 3 回である。 






































































































第 4 項 小括 




4mg/Kg であるが、今回 2mg/kg の投与であったが、投与期間は、4





































































後 30 日頃から 90 日の間が最も多く、母馬から初乳によって獲得し
た移行免疫（液性免疫）が細胞性免疫に移行する過渡期であり、そ







































オメプラールの投与量は、4mg/kg1 日 1 回の報告が多いが、本検査
においては 2mg/kg1 日 1 回を投与し満足な結果が得られた。投与
期間は 4－14 日間（平均 8.2±3.2 日間）良好な結果が得られた。こ
のことから、オメプラールの投与量、投与回数および投与期間は
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